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 タイから来た留学生として、日本での一年は、私の人生において特別な意味を持つ時間

だった。日本に来る前の私は、未来のために必死に勉強していた。小さい頃から日本語に

興味を持ち、アニメや音楽を通してこの言語に惹かれていった。そしていつかこの国で実

際に暮らしてみたいという夢を抱くようになった。そんな私にとって、留学生として日本

に行けることが決まったときは、夢が現実になった瞬間だった。 

 最初に「和歌山」という地名を聞いたとき、正直に言えばどんな場所かまったく想像が

つかなかった。インターネットで和歌山の気候や自然、観光地について調べてみたものの、

一年間の暮らしがどんなものになるかまでは想像できなかった。ただ、この町の気候が自

分に合っていそうだという感覚があり、それだけを頼りに新しい生活に飛び込んだ。 

 空港に降り立ち、飛行機の窓から見えた太平洋が、私の目に最初に飛び込んできた。大

きな海、そのむこうに広がる島国。あの海を越えて私は自分の国を離れ、新しい場所に来

たのだという実感が胸を打った。 

 和歌山での生活が始まってすぐ、私は温かく迎え

られた。先輩の留学生、日本人の学生、Win Concord

の方々、皆さんが親切だった。初めての土地、初め

ての文化、そして言葉の壁もあったが、支えてくれ

る人たちの存在があったからこそ、私は少しずつこ

の町に馴染んでいくことができた。 

 その中でも、留学生のある友人との出会いが私の

留学生活に特別な彩りを与えてくれた。初めは一緒

に和歌浦への小さな旅行だった。最初はお互いに遠

慮していたが、同じ景色を見て、同じ体験を重ねる

うちに自然と心が近づいていった。それからという

もの、週末には一緒に出かけたり、授業の合間に話したりと、友人の存在が私の日本生活

を豊かにしてくれた。 

  和歌山にはたくさんの魅力的な場所があった。神社やお城、温泉、カラオケ、そして何

よりも私が惹かれたのは海だった。時間があるときは、よく和歌浦、加太、白浜などの浜

辺に出かけた。そこで静かに海を眺めたりする時間は、何ものにも代えがたい癒しだった。 

 私が見てきた太平洋は、場所によって水の色が異なっていた。深い藍色の海、濃い緑が

かった海、そして白浜で見た明るい水色の海──それぞれの浜辺には、それぞれの美しさ

があった。空の色と混ざり合って変化するその景色に、私は何度も心を奪われた。夢中で

シャッターを切り、スマホの容量がいっぱいになるほど写真を撮った。SNS に投稿するこ

とで、その一瞬一瞬を記録に残し、遠く離れた家族や友人にも共有した。 

 和歌山での生活は、忙しくもあったが、心が落ち着く時間でもあった。タイでの生活は
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競争が激しく、常にしっかりしなければと自分を追い込んでいたが、ここではゆったりと

した空気の中で、自分らしさを取り戻すことができた。 

 そして、自分で何かをやってみたいという気持ちが芽生え、アルバイトにも挑戦してみ

ることにした。私が働くことになったのは、ある靴屋だった。最初は不安しかなかった。

接客も日本語も自信がなく、本当にできるのだろうかと悩んでいた。そんなとき、面接で

出会った店長のまっすぐな目に、勇気をもらった。靴屋の仕事は、ただの接客ではなく、

販売の世界だった。お客さんも、スタッフも、一人一人に物語があった。ミスをすること

も何回もあったが、和歌山の人たちに助けられて、毎日を頑張ることができた。それら全

てが、私にとって初めての経験だった。繫忙期には、体力も気力も消耗するような忙しさ

で、店内を何度も走り回るほどの混雑ぶりにもかかわらず、店内では「すみません」「あり

がとうございます」という言葉が何度も飛び交い、私自身も「ありがとう」をたくさんも

らった。働く中で、上下関係やチームワーク、お客さまとの関係性など、多くのことを学

んだ。そして、それらの経験は日本での生活をより現実的で価値あるものにしてくれた。 

 一人暮らしの中では、時折寂しさを感じることもあった。特に、友人を空港まで見送り

に行った日、帰りの車の窓から見えた太平洋の景色が、胸に深く残っている。その友人が

飛行機に乗ってこの海の向こうへ去っていったことを思いながら、私は静かにその広がり

を見つめていた。 

 

 楽しいときも、悲しいときも、私は太平洋を見つめてきた。その海は、いつも変わらず

そこにあって、私の心に語りかけてくれた。スマホの中には、和歌山の海の写真があふれ

ている。どれもが思い出とつながっていて、私の日本生活の証でもある。和歌山という町

は、風景や自然だけでなく、人とのつながりや、自分自身の変化を感じさせてくれた場所

だった。和歌山のことを思い出すとき、まず最初に思い浮かぶのは、出会った人たちのこ

とだ。太平洋のむこうから来た私は、ここで大切なものをたくさん見つけた。いつかまた

この海を越えて戻って来る日があっても、きっと和歌山の思い出は、私の中でずっと生き

続けるだろう。 
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